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冬
に
し
て
は
雪
が
少
な
い
こ
の
ご
ろ
で

す
。
地
球
温
暖
化
の
あ
ら
わ
れ
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
札
幌
で
″
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
∧

〓
署
昌
Ｖ
展

″を
見
に
行
き
ま
し
た
。
ク

ラ
コ
フ
国
立
美
術
館
の
協
力
に
よ
る
ヤ
シ

エ
ン
ス
キ
ー
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
私
に

日
本
文
化
を
再
発
見
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

彼
は
、
″
‥
‥
浮
世
絵
は
色
彩
の
音
楽
、

音
楽
が
耳
を
愛
撫
す
る
よ
う
に
日
を
楽
し

ま
せ
る

″と
い
う
。
こ
の
不
思
議
な
統
合

的
感
性
は
、
東
欧
、
ク
ラ
ク
フ
の
風
土
に

よ

っ
て
磨
か
れ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
京
都
と
い
わ
れ
、
パ
ル
ザ

ッ
ク
も
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
ク
ラ
コ
フ
に

は
、

コ
ベ
ル
ニ
ク
ス
を
生
ん
だ
ヤ
ギ

エ
ウ

ォ
大
学
が
あ
り
、
近
く
の
公
園
の
樹
木
の

た
た
ず
ま
い
は
、
ど
こ
と
な
く
札
幌
の
円

山
公
園
を
思
わ
せ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

数
年
前
訪
れ
た
ク
ラ
コ
フ
を
思
い
だ
す
と
、

シ
ョ
パ
ン
、
キ

ュ
ウ
リ
ー
夫
人
、
パ
ウ
ロ

Ⅱ
世
、
″
連
帯

″な
ど
様
々
な
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
顔
が
見
え
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
ら
の

吉

本

康

子

光
は
い
つ
ま
で
も
世
界
の
人
々
の
心
を
照

ら
す
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
文
化
の
薫
り
高
い
ポ
ー

ラ
ン
ド
と
、
″
ポ
ー
レ

″を
通
し
て
親
し

く
な
れ
る
ひ
と
と
き
を
、
私
は
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ひ
ご
ろ
忘
れ
か
け

て
い
る
″
何
か

″を
と
り
も
ど
し
て
く
れ

る
か
ら
で
す
。

こ
の
文
化
協
会
が
今
後
も
民
主
的
に
運

営
さ
れ
、
ひ
ろ
く
市
民
の
気
持
ち
を
反
映

し
、
両
国
の
文
化
の
再
発
見
に
役
立

つ
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（主
婦
、
札
幌
在
住
）

ポ
ー
日
協
会
の

吉
田
さ
ん
札
幌

へ

ウ

ッ
ヂ
市
に
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
ー
日
本

協
会
ウ
ッ
ヂ
支
部
で

「
日
本
文
化
週
間
」

を
企
画
、
実
行
す
る
な
ど
日
本
と
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
文
化
交
流
の
た
め
に
献
身
的
に
活

動
し
て
こ
ら
れ
た
吉
田
勝

一

（
よ
し
だ
ま

さ
か

っ
）
氏
が
こ
の
た
び
本
協
会
の
招
き

で
来
札
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
本
協

会
で
は
、
来
年

一
月
十
日

（本
）
午
後
六

時
か
ら
札
幌
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
で

第
十
三
回
の
例
会
と
し
て
吉
田
勝

一
氏
を

囲
む
懇
談
会
を
ひ
ら
き
ま
す
。
吉
田
氏
か

ら
最
近
の
激
動
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
に

お
け
る
市
民
生
活
や
、
日
本
と
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
文
化
交
流
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
し

っ
く
り
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。
さ
ら
に

参
加
者
と
の
間
の
自
由
な
質
疑
応
答
な
ど

も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
例
会

に
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
会
員
の
方
も

お
気
軽
に
ご
参
加
ね
が
い
ま
す
。

な
お
、
講
演
終
了
後
場
所
を
か
え
て

一

般
会
員
を
ま
し
え
た
新
年
会
を
お
こ
な
う

予
定
で
す
。

◆
第
十
三
回
例
会

吉
田
勝

一
氏
を
囲
む
懇
談
会

日
時

　
一
九
九

一
年

一
月
十
日

（
木
）
午
後
六
時
よ
り
。

場
所

　
札
幌

ク
リ

ス
チ

ャ
ン
セ
ン
タ

ー
三
〇

一
室

（
札
幌
市
北
区

北
七
条
西
六
丁
目
）

参
加
費
　
無
料

◆
新
年
会

日
時
　
右
の

「
懇
談
会
」
の
終
了
後

場
所
　
京
エ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
、
レ
ス

ト
ラ
ン
樹
林

会
費
　
一
一千
円
程
度

（各
自
注
文
）
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第
二
回
総
会
開
か
れ
る

本
協
会
の
第
二
回
総
会
が
、
き
る
十
月

二
十
八
日
午
後
五
時
三
十
分
よ
り
札
幌
市

の
教
育
文
化
会
館
で
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
だ

っ
て
午
後
五
時
ご
ろ
か
ら
、

来
年
六
月
に
開
催
予
定
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
週

間
に
つ
い
て
懇
談
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

（
く
わ
し
↑
は
三
ペ
ー
ジ
の
記
事
を
参
照

．

し
て
く
だ
さ
い
）

総
会
で
は

つ
ぎ
の
よ
う
な
議
案
が
提
出

さ
れ
、
質
疑
の
あ
と
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

一岬

雌

古

丼

＝

槻

一ｎ

騨

牌
蘭

驚

冊

轟

【
主
催
行
事
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

◆
第
九
回
例
会
　
創
立
二
周
年
記
念

ハ
ー

プ
シ
ヨ
ー
ド
リ
サ
■
ク
ル

（演
奏

　
エ
リ

ザ
ベ
ー
タ

，
ス
テ
フ
ァ
ン
ス
カ
ーー
ル
コ
ピ

ッ
と

、

十

百

八

日
、
ザ

・
ル
士

形

ホ
ー
ル
に
て

（
後
援
　
日
本
シ
ョ
バ
ン
協

会
北
海
道
支
部
）

◆
第
十
回
例
会
　
ボ
ー
ラ
ン
ド
の
画
家

ス

タ
シ
ス
と
語
る
会

‐
芸
術
家
と
今
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
、
二
月
七
日
、
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

に
て
◆
第
十

一
回
例
会
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽
に

つ
い
て
―
解
説
と
ビ
ア
ノ
演
奏

（
ワ
ル
シ

ャ
ワ
音
楽
大
学
ピ
ア
ノ
料
ッ
デ
ィ
ァ

・
コ

ズ
ベ
ッ
ク
教
授
、
通
訳
　
伊
東
孝
之
氏
、

後
援
　
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
）
七
月
二
十

一

日
、
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
に
て

◆
第
十
二
回
例
会
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
映
画
の

世
界

（第
二
回
）
　

ク
シ
シ

ェ
ト
フ

。
キ

エ
シ
ロ
フ
ス
キ
の

「
ア
マ
チ

ュ
ア
」

（解

説
　
本
間
富
雄
氏

　

「
人
の
ロ

レ
ン
ズ
の

目
」
）
、
七
月
二
十
六
日
、
大
谷
会
館
に

て
、

（
共
催
　
イ
メ
ー
ジ

ｏ
ガ

レ
リ
オ
）

【
後
援
行
事
】

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
∧
〓
写
昆
展
Ｖ

（十

一
月

十
四
日
よ
り
十
二
月
二
日
ま
で
、
西
武
五

番
館
赤

レ
ン
ガ
ホ
ー
ル
に
て
、
主
催
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
∧
〓
零
昌
∨
展
開
催
実
行
委
員

会
）
な
ど
計
四
件

【
ボ
ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会
】

◆
第
二
回
シ
リ
ー
ズ
　
一
一月
六
日

（
火
）

よ
り
毎
週

一
回
計
十

一
週
間

（初
級
）

◆
第
四
回

シ
リ
ー
ズ
　
五
月
二
十
二
日

（
火
）
、
よ
り
毎
週

一
回
計
十
週
間

（
初
級

の
中
）

【
会
議
】

◆
総
会
　
十
月
十
六
日

（
月
）
午
後
六
時

二
十
分
よ
り
、
す
み
れ
ホ
テ
ル
に
て

（演

奏
　
横
道
朋
子
、
真
光
孝
美
）

◆
運
営
委
員
会

（
四
回
）

十
二
月
十
八

日
、
四
月
二
十
四
日
、
六
月
十
八
日
、
九

月
一
〓
‐六
日

ハ
リ
■
ナ
さ
ん
を
囲
む

楽
し
い
ポ
ー
ラ
ツ
ド
語

●
第
六
期
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会
を
開
き
は
す
。
水
準
は
初
級
の
中

（
ア

ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
が
分
か
る
程
度
）
と
い
た
し
ま
す
。

【
期
　
間
】

一
九
九

一
年

一
月
二
十
二
日

（水
）
―
二
月
二
十
七
日

（
水
）

（
毎
週
水
曜
日
、
十
週
間
）

【
時
　
間
】

午
後
六
時
二
十
分
か
ら
午
後
八
時
二
十
分
ま
で
の
二
時
間

【
会
　
場
】

北
海
道
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー

（
住
所
）
札
幌
市
北
区
北
七
条
西
六
丁
目

（
電
話

）
七
三
六
―
三
二
八
八

【
講
　
師
】

熊
倉

ハ
リ
ー
ナ
先
生

【
授
業
料
】

一
万
円
二
千
円

（
十
回
分
）

【
中
込
先
】

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
事
務
局

（
札
幌
市
中
央
区
北

二
条
西
二
丁
目

電
話

一
〓
一
一
―
八
六
七
二
）
ま
た
は
灰
谷

（電
話
七
〇
二
―
四
九
二
九
）
ま
で
。
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■
一一執
ス
ユ
■
執
僣
疼
蝉
ｐ
獣
靭

【
収
入

の
都
】

会
費
そ
の
他

小
計
繰
越
金

仮
受
金

合
計
【
支
出
の
部
】

事
業
費

連
絡
費

会
合
費

事
務
費

小
計
仮
払
金

繰
越
金

合
計

そ
の
他

　
　
　

　
　
　

一
一、

小
計
　
　
　
　
一
、
〇

一
五
、

繰
越
金
　
　
　
　
　
一
〓
〓
ハ
、

合
計
　
　
　
　
一
、
二
四

一
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会
）

八
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

一
二
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

八
〇
、
○
○
○
円

八
八
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

三
六

一
、
〇

一
七
円

一
、
二
四

一
、
〇

一
七
円

わ
れ
ま
し
た
。
　
活
発
な
討
論
の
結
果
、

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
」
で
は
①
児
童
文
学

関
係
、
②
映
像
芸
術
関
係
、
③
音
楽
関
係

の
三

つ
の
分
野
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
な

り
、
次
の
よ
う
に
三

つ
の
実
行
委
員
会

（

の
核
と
な
る
も
の
）
が
組
織
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

①
児
童
文
学
関
係
　
児
童
文
学
関
係
の

資
料
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
子
供
の
絵
の
展
示

会
、
そ
れ
ら
に
関
係
し
た
講
演
会
な
ど
を

行
う
。
補
助
金
は
十
五
―
二
十
万
円
程
度
。

実
行
委
員
長
は
斎
田
道
子
氏
。
運
営
委
員

会
か
ら
は
小
林
、
灰
谷
、
布
施
の
三
氏
が

参
加
。
②
映
像
芸
術
関
係
　
東
京
の
組
織
と
の

連
携
を
考
え
た
上
で
、
ク
ス
ス
シ

ェ
フ

・

ザ
ヌ
ー
シ
の
招
待
を
考
え
る
。
映
画
の
あ

と
の
懇
談
会
な
ど
も
企
画
．
補
助
金
は
三

十

１
三
十
五
万
円
程
度
。
実
行
委
員
長
は

霜
田
千
代
麿
氏
。
運
営
委
員
会
か
ら
は
本

間
、
小
笠
原
両
氏
が
参
加
。

③
音
楽
関
係
　
具
体
案
は
ま
だ
な
い
が
、

シ
ョ
パ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
関
係
し
た
写
真

展
、
懇
談
会
な
ど
を
考
え
る
。
補
助
金
は

十
万
円
程
度
。
実
行
委
員
長
は
大
竹
貞
氏
。

副
会
長
の
遠
藤
氏
と
相
談
し
て
決
め
る
。

訂
正
　
士
口
田
勝

一

（
ま
さ
か

つ
）
氏
の
こ

と
を
本
誌
六
号
お
よ
び
八
号
で
間
違
え
て

吉
田
正
勝
氏
と
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

六

一
三
、
○
○
○
円

五
二
、
四
〇
九
円

六
六
五
、
四
〇
九
円

二
三
八
、
六
〇
五
円

七
二
、　
一
〇
〇
円

九
七
六
、　
一
一
四
円

三
六
〇
、
二
五
七
円

七
三
、
七
三
七
円

一
三
二
、
八
五
六
円

七
八
、
八
四
七
円

六
四
五
、
六
九
七
円

一
〇
四
、
四
〇
〇
円

二
二
六
、
〇

一
七
円

九
七
六
、　
一
一
四
円

○
○
○
円

○
○
○
円

〇

一
七
円

〇

一
七
円

三
回
、

連
絡
費

会
合
費

事
務
費

小
計
繰
越
金

合
計彩

な

【
支
出
の
部
】

事
業
費
　
　
　
　
　
エハ
〇
〇
、
○
○
○
円

（使
途
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
、
例
会

き
る
十
月
二
十
八
日
、
総
会
に
先
だ

っ

て

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
」
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本

年
八
月
二
日
に
公
益
信
託
＝
国
際
交
流
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
ト
ラ
ス
ト
よ
り
、
本
協

会
に
対
し
て

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
」
開
催

の
た
め
の
補
助
金
が
給
付
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
、

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
」
の
催
し

も
の
に
つ
い
て
提
案
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
持
た
れ
た
も
の
で
す
。
席
上
で
多
く

の
人
た
ち
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
な
さ

れ
ま
し
た
ｏ
そ
の
内
容
は
お
よ
そ
次
の
よ

う
な
も
の
で
し
た
。

①
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
、
政
治
、
教
育
、

文
学
、
音
楽
、
映
画
、
美
術
な
ど
に
つ
い

て
連
続
講
演
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
今
ど
う

な

っ
て
い
る
か
、
解
説
し
て
も
ら
い
た
い
。

大
使
館
の
人
な
ど
に
た
の
め
な
い
か
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
に

輝
一一一場
＝
一一一０
一一一＝
撫
糠
懲
潮
懲
樹

【
主
催
行
事
】

通
常
の
例
会
三
回

（
講
演

会
な
ど
）
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
開
催

（九

一
年
六
月
頃
、
映
画
、
展
示
、
音
楽
会
な

ど
の
行
事
を
集
中
的
に
お
こ
な
ヶ
）

【
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会
】

毎
週

一
回
十

週
間
の
シ
リ
ー
ズ
を
二
回

【
会
議
】

総
会

一
回
、
運
営
委
員
会
四
回

襲
掘
輩
■
一一備
一慈
一麟当

【
収
入
の
部
】

会
費
　
　
　
　
　
　
・六

百
二
、
Ｃ
Ｏ
Ｏ
円

国
際
交
流
補
助
金
　
四
〇
〇
、
○
○
○
円

②
ポ
ー
ラ
ン
ド
は

「
子
供
の
権
利
条
約
」

の
制
定
を
推
し
進
め
る
な
ど
、
児
童
関
係

の
問
題
に
関
心
が
た
か
い
。
児
童
文
学
関

係
の
資
料
や
子
供
の
絵
の
展
示
を
か
ん
が

え
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
に
関
係
し
て
い
る

人
た
ち
を
東
京
か
ら
呼
び
た
い
。

③
映
画
、
絵
画
な
ど
造
形
関
係
の
催
し

も
の
を
ま
と
め
て
お
こ
な
い
た
い
。
映
画

監
督
を
呼
ん
だ
り
、
映
画
会
を
開
い
た
り
、

懇
談
会
を
し
た
り
し
た
い
。

④
ビ
デ
オ
や
ス
ラ
イ
ド
で
シ
ョ
パ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
の
歴
史
を
紹
介
で
き
な
い
か
。

実
行
委
員
会
づ
く
り
へ

十
月
二
十
八
日
の
懇
談
会
で
の
提
案
に

も
と
づ
い
て
、
十

一
月
二
十
七
日
の
運
営

委
員
会
で
は
、

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
」
の

具
体
的
な
企
画
、
実
行
に
つ
い
て
話
し
合
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第14回例会 ポーランド映画の世界 (第 4回 )

ポーランドの巨匠たちの夜明け

―ウッヂ映画大学卒業製作展―

【日時】1991年 1月 25日 (金)か ら29日 (火)ま での5日間
(上映開始時間)① 2:00 ② 4:30 ③ 7:00
(27日 のみ) ① O:00② 2:00③ 4:30

【場所】イメージ。ガレリオ

(札幌市中央区南3条西6丁目 長栄ビル2階 TEL 231-9355)
【入場料】 同封の入場券を持参したポ文協会員は無料。一般の方は

前売り1,000円 ,当 日1,300円

《内 容 》

● BIERZ PIEC(テ ィク・ファイプ),1972年 ,カ ラー,6分 ,Z. リブチンスキー作
実験的な映画。 ジャズ奏者の人影の二重撮りとオーパーラップ。色彩と幾何学模様の祭典 .

● ZXY CHOPIEC(不良少年),1949-50年 ,自黒,6分,A.ヴ ァイダ作
(不明)

● XAPACoZXODIEJA(泥棒をつかまえろ),1960年 ,自黒,6分,K.ザ ヌーシ作
(不明)

● E20TYK(恋 愛詩),1960年,自黒,4分 , 」.ス コリモフスキ作
少女が鏡をみがくと,突然,男の影がうつる。その男は彼女に話しかける。少女はおのの
いてあとづきる―.

● ROZBIJEMY ZABAWE(パ ーティーをめちゃめちゃにするぞ),1957年 ,自黒,R.ポ ランスキ
作

ちんぴらグループが映画学校に乱入し,そ こで学生のパーティーを大混乱させる.有名なジ

ャズメンがこの映画に参加した。

● 【OPALNIA WUJEK(プエク炭鉱),1989年 ,13分 ,A.ガ イェフスキ作
戒厳令下,1981年 12月 に起きたブエク炭鉱のストライキの報告.ス ト鎮圧に火器が使われ,
7人の炭鉱夫が殺される。

● EMERYTOWIEC(年金生活者),1986年 ,6分,M.シ ェラフォフスキ作
定年過ぎた老人に関する問題をあつかう。マチェイ。シェラフォスキは1960年 にビィアウィ

ストックで生まれ,1984年 ウッデ大学を卒業.1988年 にウッデ映画大学の監督ディプロマを得
た .

● CHWIKOWE SPOTYKANIA(瞬 時の出会い),1987年,7分 , J。 マルシェフスキ作
カメラマンの習作.エ ヴァ・ルービンステインが父アル トゥール・ルービンステインの故郷
(ウ ッデ)を訪ねる。ヤチェック・ マルフェフスキは1962年 ウッヂに生まれた。彼はウッデ映
画大学の映像・テレビ学科を卒業 .

● M6J MAXY EVEREST(我 が小さなエペレスト),1988年 ,H分,M.デ ンピンスキ作
この短編は,山 にのぼることそのものが,自分の人生の生き方のメタファとなったアルピユ
ストを描く。登山中に様々なシェールレアリスティッ′クなエピソー ドがかたられる。

● Z PODNIES10NYMI PEKAMI(手 をあげまたまま),1985年 ,自黒,6分,M.パ ノフ作
手をあげたままヮルシャヮゲットーに残されたユダャ少年を撮った有名な写真から想起され

た。M.パ ノフはユーゴスラピア生まれ.ス コピエの美術アカデミーで油絵を学び,ウ ッデの
映画 大学に留学し,監督科を卒業 .

共催 :北海道―ポーランド文化協会、イメージ・ ガ レリオ

事務局よリ ポーランドの<1lPPON>展開催実行委員会より本協会に同展の「 カタログおよび解
説」 (ア ー ト紙カラー刷り、128ペ ージ)が多数寄贈されました。希望者には無料でお送りしま

すので、送付先の住所、氏名を明記して事務局までハガキでお申し込みください。
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